
２）29期　平成１８年８月～平成２１年７月までの目標値

環 境 活 動 レ ポ ー ト

第　１9　版

2022年８月～2023年７月

エコアクション 21

2023年　８月  1日 

株式会社　沖縄浄環センター



１． 1

　　　（１）事業社名及び代表者名

　　　（２）設立

　　　（３）資本金

　　　（４）所在地

　　　（５）環境保全関係の責任者及び担当者

　　　（６）事業内容

　　　（７）事業年度

　　　（８）事業規模

　　　（９）許可・登録 2

　　　（１０）産業廃棄物収集運搬許可の事業範囲

　　　（１１）受託した産業廃棄物の収集・運搬量

　　　（１２）エコアクション２１の範囲

　　　（１３）事業概要

　　　（１４）組織図 3

　　　（１５）車輌一覧 4

２． 5

　　　（１）2025年までの目標値

　　　（２）過去3年の実績

　　　（３）削減目標に対する実績

３． 6

４． 7

５． 8

６． 8

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・代 表 者 に よ る 全 体 の 評 価 と 見 直 し

目　　　次

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・環 境 目 標 と 取 組 実 績

事 業 の 概 要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・環 境 活 動 計 画

環 境 活 動 計 画 の 次 年 度 の 取 り 組 み

環境関連法規への違反、訴訟等の有無



　　１．『地球にやさしい環境造り』の一環として、我々はまず

　　　　公共下水道のメンテナンスを通じ、地域・社会に奉仕いたします。

　　２．我々は、常に思いやりの心を持ち、お互いに精進し、

　　　　よりよい・豊かな生活の向上を目指します。

　　３．常に、創意・工夫に努め『亜細亜の住みよい環境造り』の

　　　　一端を担える企業を目指します。

　 御一人様、たった一回きりの人生（活動）の中で、「かけがえのない地球」とその「環境」の中で

 育まれている事に感謝し、自然と大地との共同作業の結果としての「大いなる実り」によってのみ

 「生かさせてもらっている」喜びに感動を覚え、大地に両足を踏ん張って、地球と共に生きて行きたい。

 　「自然」という良き環境の中でこそ生物は生かされ、その喜びを感じ得るものだ

　 「天然」に勝る人工物は無いのである

　 「自然環境」こそが人間の生を司る

　 「自然」にこそ感謝をするべきである

　 「自然・天然色」に乾杯、そしてバンザイ！！

　 たとえ生き延びる為の正当な事業活動だとしても、他人に“羨望”されるような企業活動をして

いるとしても、常に地球環境を破壊する事なく、その環境の保全にこそ事業使命を感じ、

 軸足を置いて行きたい。

 　“母なる大地”への感謝の想いこそが全ての事業活動より優先されるべきだし、

 企業こそがその念の実行者（しもべ）となれる。

 　そのような仲間達（会社）の輪の一端に居る企業で有りたい！

    我々は「かけがえのない地球」の環境に配慮して、環境保全を企業活動の原点に定め、

 その実施に全社員一丸となって取り組み、「地球にやさしい環境造り」に貢献します。

　　 (5)環境に関する法律・規則、及び条例等を遵守します。

　　 (6)環境活動レポートを全社員に配布し周知徹底させる。

改訂日 2020年　1月　１日

　【　経営理念　】

　　 (7)グリーン購入の推進に努めます。

株式会社　沖縄浄環センター

代表取締役　　西平　守利

【　環境理念　】

【　環境方針　】

 　　(1)環境マネジメントシステムを構築し、継続的改善・向上に努めます。

　　 (2)事業活動を通じて、省資源・省エネルギーを推進します。

　　 (3)「廃棄物の発生抑制」、「分別・リサイクル」率を高め、環境負荷低減に努めます。

　　 (4)下水道浄化センターの浄化水の使用率を高め、上水道使用量の削減に努めます。



　　　　　　担当者 ： 中根 順二

　　　　　　担当者 ： 金城　達子

　　　　　　・期首：8月　　　　　　　　　　・期末：7月

規模 単位

従業員数 人

床面積 ｍ２

売上高 百万円

　　　　　　　　　

４4期　　2021.8～2022.７

23

200

210 205 212

22

200

23

200

⑥その他　機械設備工事

４5期　　2021.8～2022.７

　　  ６）事業内容

　　　７）　事業年度

⑧水回りのリフォーム工事

　　　１）事業社名及び代表者名
 　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　沖縄浄環センター         代表取締役　西平　守利　

　　　４）　所在地
　　　　　　　　　本　　　社　；　沖縄県沖縄市八重島２丁目１３番９号

　　　２）　設　　立　　昭和５４年１０月２０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒９０４－０００６

　　　３）　資本金　　２０，５００千円
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①公共下水道管渠等のTVカメラ調査及び維持管理業務

⑦管更生工事及び部分補修工事

②下水道中継ポンプ場、下水道処理施設や浄化槽の維持管理業務

③貯水槽、排水管清掃業務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　０９８－９３９－３９１５　　FAX　０９８－９３９－３９１６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒９０４－０００６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　０９８－８６８－９８７６　　

４6期　　2022.8～2023.７

　　　８）　事業規模

　　　　　　　　　　　　　　　　　　関連事業所　株式会社　おきなわ浄環技研

　　　　　　　　　 　　 　　　　　　本社　沖縄県那覇市銘苅322番地5号

1．事　業　概　要

⑤グリストラップ、油水分離槽等清掃業務　

⑨磁気探査業務

④産業廃棄物収集・運搬業務

　　　　　　　　　那覇支社　；　沖縄県那覇市銘苅３２２番地５号

　　　５）　環境保全関係の責任者及び担当者
　　　　　　　　　環境管理責任者 ： 大城 康　        　



９)　許可・登録

建築物排水管清掃業 令和4年 6月28日 ～ 令和10年 6月 27日

浄化槽保守点検業 令和5年 6月29日 ～ 令和8年 6月28日

産業廃棄物収集運搬業 令和4年 1月 8日 ～ 令和9年 1月 7日

建築物飲料水貯水槽清掃業 平成30年 6月25日 ～ 平成36年 6月24日

一般建設業（管工事） 令和４年 9月18日 ～令和９年 9月17日

下水道処理施設維持管理業者 平成31年 3月18日 ～ 平成36年 3月17日

古物商

１０)　産業廃棄物収集運搬許可の事業範囲

１１)　受託した産業廃棄物の収集・運搬量

2022年8月 ～ 2023年7月

収集・運搬 下水道汚泥 63,130 -43,093

汚泥（下水道以外） 79,140 -6,570

廃油 937,220 45,640

汚泥（油水分離槽） 770 -2,800

廃油・汚泥 3,760 -310

収集・運搬合計 1,084,020

１２）　エコアクション２１対象範囲

１３）　事業概要

85,710

処21-712

　　　　　燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、動植物固形不要物

4,070

1,091,153

　　　　　ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、動物ふん尿、動物の死体

　　  　　ばいじん、産業廃棄物の処理物（第13号廃棄物）

沖縄県知事（般-19）第7943号

許可の有効期限許可番号

第中部-20-20号

沖縄県中部保22排第2号

第04702046098号

沖縄県中部保第18貯2号

第971051100005号
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処理方法等 廃棄物等種類

106,223

891,580

3,570

　　　　整備”に努める。

　　　　下水処理場の維持管理等、一貫した体勢で地域の公共下水道の安定した稼働に協力し、“安心できる環境

　　　　　公共下水道施設のメンテナンス事業（下水道管渠のテレビ調査・止水・補修・管更生工事）及びポンプ場や

            全組織、全活動と致します。

結果
収集・運搬量（㎏）

2021年8月 ～ 2022年7月



１４）　組　織　図
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2022年　8月１日

株式会社　おきなわ浄環技研

株式会社　沖縄浄環センター

代表取締役
西平 守利

大 城 康
（環境管理責任者）

事務局

営業・総務部工事･管理･業務部

伊良波 本博
（二酸化炭素排出量担当）

中根 順二
（一般廃棄物・産業廃棄物量担当）

（水資源量担当）

その他 事務員

喜屋武 まゆみ
（ｸﾞﾘｰﾝ購入担当）

大 城 毅
（産廃物・ﾘｻｲｸﾙ率担当）

伊良波 本博
（収集運搬量担当）

その他 技術員 その他 技術員



2023年8月1日現在

1 沖縄337め369 三菱アウトランダー ガソリン・電気 プラグインハイブリッド車

2 沖縄331ち710 トヨタプリウス ガソリン ハイブリッド車

3 沖縄530に3915 トヨタアクア ガソリン ハイブリッド車

4 沖縄501め1848 マツダデミオ 経由 低燃費車

5 沖縄501み4658 ミラージュ ガソリン

6 沖縄800せ525 4t高圧洗浄車兼松モービル 軽油

7 沖縄88す3794 4t高圧洗浄車アチューマット 軽油

8 沖縄800さ7448 強力吸引車マルチバック 軽油

9 沖縄480す9095 スバルサンバー(AT) ガソリン

10 沖縄40よ1935 スバルサンバー(MT) ガソリン

11 沖縄830す71 2ｔバキューム 軽油

12 沖縄800は1525 １０ｔモービル 軽油

13 沖縄800す7048 ４ｔコレクター 軽油

14 沖縄400て768 1．5ｔトラック 軽油

15 沖縄501ふ1067 フィット ガソリン 低燃費車

16 沖縄400つ6845 ライトエース ガソリン

17 沖縄100そ2624 2ｔキャンター 軽油

18 沖縄400ち9683 ボンゴ 軽油

19 沖縄88す2932 マンモス 軽油

20 沖縄480く7467 ハイゼットバン ガソリン

21 沖縄400て3934 ボンゴバン 軽油

22 沖縄400て4562 トヨタルートバン 軽油

23 沖縄800せ1222 3ｔバキューム車 軽油

24 沖縄480と3619 スズキ　キャリー ガソリン

25 沖縄580ね2392 日産　クリッパー ガソリン

26 沖縄480に5034 本田　アクティ ガソリン

１５）車輌一覧表 

№ 車両番号 車種、車名 燃料の種類

現
場
車
輌
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備　考

営
業
車
輌



2022年 2023年 2024年 2025年
2022年8月～2023年7月 2023年8月～2024年7月 2024年8月～2025年7月 2025年8月～2026年7月

kg-Ｃｏ２ 90,599 89,693 88,796 87,908
kg-Ｃｏ２/売上高(百万円） 427 423 419 415

削減率 - １％減 2％減 ３％減
ｔ 3.08 3.05 3.02 2.99

- １％減 2％減 ３％減
㎥ 1573 1570 1567 1564

m3/売上高（百万円） 7.420 7.406 7.392 7.377
削減量 - 3㎥　減 6㎥　減 9㎥　減

２）過去３年の実績
2020年 2021年 2022年

2020年8月～2021年7月 2021年8月～2022年7月 2022年8月～2023年7月

kg-Ｃｏ２ 87,244 78,267 90,599
415 382 427

21増 33減 45増
ｔ 0.60 2.10 3.084

0.003 0.010 0.015
増減なし 0.07増 0.005増

㎥ 1,646 1,498 1,573
7.84 7.31 7.42

2.53　増 0.53  減 0.11  増

３）削減目標に対する実績

　　購入電力の二酸化炭素排出係数は2019年度沖縄電力調整後排出係数の0.787ｋｇ－CO2／kWｈを使用

　　グリーン購入については物品調達では可能な限り環境配慮製品を購入します。

　　購入電力の二酸化炭素排出係数は2019年度沖縄電力調整後排出係数の0.787ｋｇ－CO2／kWｈを使用

　　グリーン購入については物品調達では可能な限り環境配慮製品を購入します。

　　廃棄物排出量のアルミ缶、スチール缶はリサイクル業者に売り払いします。

-

　　廃棄物排出量のアルミ缶、スチール缶はリサイクル業者に売り払いします。

427

ｍ３/売上高（百万円）

45増

　　購入電力の二酸化炭素排出係数は2019年度沖縄電力調整後排出係数の0.787ｋｇ－CO2／kWｈを使用

　　グリーン購入については物品調達では可能な限り環境配慮製品を購入します。

　　廃棄物排出量のアルミ缶、スチール缶はリサイクル業者に売り払いします。

7.425.267

二酸化炭素排出量

一般廃棄物排出量

水資源使用量

単位

水資源使用量

１）2025年までの目標値

2022年（目標値）
2022年8月～2023年7月

2022年（実績）

水資源使用量

※化学物質（PRTR法）の該当品目の取り扱いはありません。

2022年8月～2023年７月

×

項　　目

※化学物質（PRTR法）の該当品目の取り扱いはありません。

-

単位 達成状況

ｍ３/売上高（百万円）

kg-Ｃｏ２/売上高（百万円）二酸化炭素排出量
382

２．環境目標値と取組実績

項　　目 単位

二酸化炭素排出量

一般廃棄物排出量

二酸化炭素排出量/
売上高（百万円）

×

×

項　　目
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2．153増
※化学物質（PRTR法）の該当品目の取り扱いはありません。

一般廃棄物排出量 ｔ/売上高（百万円）

ｔ/売上高（百万円）

0.0019

-
0.0150

0.013増

（ 基 準 年 実 績 ）



３．環　境　活　動　計　画

環境項目 担当者

収集運搬ルートについて事前に計画し、効率的な運搬に努めます。

ペットボトルは、リサイクル業者で処理をします。

・緊急作業が発生して増加しているが、環境活動を継続します。

・ペットボトルや空き缶の分別が徹底されています。

リサイクル業者に鉄くずの売り払いしました。

・下水道の緊急作業で使用水量が増加したが、ひき処理水の利用をします。

・グリーン商品を購入していきます。

・リサイクル品の分別を徹底して業者へ持たせました。

毅

現場地域の下水処理場処理水を、洗浄水として使用する施工計画を組むことで、上水利用の削減
を図ります。

車輌の洗車の時は、バケツに水をくんでスポンジ等で汚れを落とすようにします。

アルミ缶、スチール缶、紙、ダンボール、ペットボトルはリサイクルをする。

毎朝会社前の県道８４号線路肩及び舗道の枯れ葉、ごみ拾いを実施している。 全社員

伊良波

中根

毅

中根

事務員

太陽光発電を導入致しました。　1階の電気を太陽光で発電した電気を使用する。

アイドリングの禁止（出退勤時の自家用車にも摘要）を徹底します。

急発進と空ぶかしをせず、安全運転を徹底します。

空き缶はアルミ缶とスチール缶に分別を徹底します。

グリーン購入の推進をする。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

紙についてはダンボール・新聞・コピー用紙の分別をリサイクルを徹底します。

一
般
廃
棄
物

の
削
減

産
業
廃
棄

物
の
削
減

環
境
保
全

活
動
の
推

奨

管清掃時に発生する下水道汚泥は、含水率が高いので現場で出来る限り脱水する。

エンジンオイルについては、リサイクル業者で処理する。

水
使
用
量

の
削
減

グ
リ
ー

ン
購
入

　　⑦　環境保全活動の推奨は、全社員で実行できました。

評　　価

　　①　二酸化炭素排出量の削減については、日々の環境活動を継続致します。。

　　②　一般廃棄物についての削減は、事務所からの廃棄物を分別してリサイクルできました。

　　③　産業廃棄物についての削減は、鉄くずをリサイクルできました。

　　④　水使用量の削減については、下水道処理水を利用できました。

活動計画

夏場には室温が25度以上でエアコンを使用して室温を25度未満に保つようにします。冬場には、室
温20度以下の時に使用して室温を20度以上を保つようにします。

使用しない事務所内の各種電気付属機器の電源は必ず切るようする。

事務所構内の電気工具による作業は、無駄がないようまとめて行う。

事務所２階窓ガラスにＵＶシートのフィルムを貼り付けて、窓ガラスからの熱を減らす。

事務所屋外の西側に緑のカーテンとして、ゴーヤーを植え付け、室内温度上昇を抑制に努めます。
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車輌の給油時に、タイヤの空気圧の点検を行います。

発電機・コンプレッサー類は、省エネタイプを使用しています。

社有車をハイブリット車や低燃費車への切り換える。

事務所内の廃棄物の分別を徹底します。

社内書類に関しては、裏紙の利用を徹底する。

　　⑤　グリーン購入については、グリーン商品への切替を致します。

　　⑥　廃棄物排出量のリサイクルは、可能な品目は再資源化できました。

廃
棄
物
排

出
量
の
リ

サ
イ
ク
ル

廃タイヤについては、リサイクル業者で処理する。



　　　分別を徹底して今後も取り組みます。

　

　　　物品調達では可能な限り環境配慮製品を購入します。

　④　水使用量の削減

　　　下水道洗浄水は、県の浄化センターの再生処理水の利用量を増やします。
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　　　リサイクル可能な品目の再資源化の強化を図ります。

　⑦　環境保全活動の推奨

　　　毎朝会社前の県道８４号線路肩及び舗道の枯れ葉、ごみ拾いを実施します。

　⑤　グリーン購入

　⑥　廃棄物のリサイクル

　③　産業廃棄物の削減

　②　一般廃棄物の削減

　　　自社でオイル交換できる車両は、廃鉱油をリサイクル業者へ出します。

４．環境活動計画の次年度の取り組み

　①　二酸化炭素排出量の削減

　　　省エネに対する意識の高い社員の「使用しない電気のスイッチをきりましょう」との声かけによる
　　　社員全体の環境への配慮に対する意識改革に努めます。

　　　アイドリングを1分以上する場合は、かならずエンジン停止の実践を徹底していきます。



沖縄市下水道条例あり 遵守

その基準

産業棄物処理法 許可番号　第04702046098号 ・管理表の写し保管5年 遵守

・産業廃棄物管理表交付(ﾏﾆﾌｪｽﾄ) ・受託者60日以内に管理表交付者

・委託契約基準 　に写しを送付

・収集運搬基準 ・委託契約書契約終了の日から 

・5年毎の更新 　5年間保存

労働安全衛生法 遵守

道路運送車両法 点検、整備 適合検査 遵守

水道法 沖縄県中部保第18貯2号 建築物飲料水貯水槽清掃業 遵守

建設リサイクル法 建設汚泥、コンクリートがら等 － 遵守

浄化槽法 第中部-20-20号 浄化槽保守点検業 遵守

フロン排出抑制法 第１種特定製品（空調機） 簡易点検記録 遵守

グリーン購入法 グリーン商品の購入 グリーン購入一覧 遵守

※　環境関連法規への違反及び訴訟等はありません。

６．代表者による全体の評価と見直し

【変更の必要性の有無の判断】
項　　　　　目 評　　　　　　　価 代表者の指示

５．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

主な関連法規 遵守事項 確認資料等 遵守状況

2023年８月１日

確認　大城　　担当　金城

変更の必要性は無い、今後も継
続する。

　２０２3年８月１日に、環境負荷記録、法規遵守状況、苦情受付記録、目標達成状況などの確認を行いま
した。環境への取組について特に大きな問題はなく、予定通りの取組が出来ています。二酸化炭素排出
量の数字上の増加は、沖縄市で中継ポンプ場のポンプの故障で水替え工の緊急作業によるものです。

ガイドラインに沿った環境経営方針
である。

変更の必要性は無い、今後も継
続する。

実施体制

変更の必要性は無い、今後も継
続する。
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環境経営方針

環境経営目標
変更の必要性は無い、今後も継
続する。

環境経営計画

二酸化炭素排出量が増加したが緊
急作業が発生したからである。

下水道法

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任
者の配置

実施体制で活動できた。

目標を達成する内容の計画である。

－

酸素欠乏・有機ガスの作業規則
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